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●
消
費
社
会
の
主
役
と
し
て
興
隆
　「
ブ
ラ
ジ
ル
の
人
口
は
約
二
億
人
、
そ
の
う
ち
の
半
分
の
一
億
人
が
中
間
層
で
あ
る
」、
筆
者
が
講
演
会
で
よ
く
使
う
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る
。
も
っ
と
も
ブ
ラ
ジ
ル
の
場
合
、
中
間
層
の
定
義
は
調
査
主
体
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
一
般
に
わ
か
り
や
す
い
世
帯
月
収
を
元
に
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
二
〇
〇
八
年
に
「
新
中
間
層
（
A
 N
ova Classe M
édia ）」
と
い
う
用
語
で
興
隆
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
の
中
間
層
を
報
告
書
で
取
り
上
げ
た
ジ
ェ
ト
ゥ
リ
オ
・
ヴ
ァ
ル
ガ
ス
財
団
（
Ｆ
Ｇ
Ｖ
）
で
は
、
二
〇
一
一
年
時
点
に
月
あ
た
り
世
帯
収
入
額
一
七
三
四
〜
七
四
七
五
レ
ア
ル
を
中
間
層
（
Ｃ
ク
ラ
ス
）
の
定
義
と
し
て
い
る
。
日
本
円
に
換
算
す
れ
ば
約
八
万
〜
約
三
三
万
円
と
、
同
階
層
に
含
ま
れ
る
所
得
額
の
幅
は
広
い
。
　
報
告
に
よ
れ
ば
同
階
層
の
人
口
は
二
〇
〇
三
年
の
六
五
八
八
万
人
か
ら
二
〇
一
一
年
に
一
億
五
四
七
万
人
に
増
加
、
つ
ま
り
八
年
間
で
お
よ
そ
四
〇
〇
〇
万
人
が
中
間
層
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
と
に
な
る
。
四
〇
〇
〇
万
人
と
い
え
ば
、
隣
国
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
人
口
に
匹
敵
す
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
経
済
の
こ
れ
ま
で
の
成
長
が
、
拡
大
す
る
中
間
層
の
力
強
い
消
費
に
支
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
だ
ろ
う
。
所
得
底
上
げ
の
要
因
は
、
ル
ー
ラ
政
権
が
発
足
し
た
二
〇
〇
三
年
以
降
に
お
け
る
最
低
賃
金
の
高
率
改
定
や
、「
ボ
ル
サ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
」
と
呼
ば
れ
る
低
所
得
者
向
け
条
件
付
現
金
給
付
制
度
の
効
果
な
ど
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
外
部
経
済
も
中
国
を
中
心
に
資
源
需
要
の
増
加
で
追
い
風
が
吹
き
、
国
内
経
済
も
低
水
準
の
イ
ン
フ
レ
率
と
金
利
引
き
下
げ
と
い
う
金
融
環
境
の
改
善
で
順
調
に
推
移
し
正
規
雇
用
の
拡
大
が
続
い
た
。
こ
こ
数
年
は
欧
州
債
務
危
機
や
中
国
経
済
の
減
速
な
ど
外
部
環
境
の
悪
化
も
あ
り
経
済
低
迷
が
伝
え
ら
れ
る
も
の
の
、
失
業
率
は
主
要
都
市
平
均
で
五
〜
六
％
台
と
低
水
準
で
推
移
し
て
お
り
、
個
人
消
費
が
大
崩
れ
す
る
状
況
に
は
な
い
。
にぎわう東洋人街の日曜市
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こ
れ
ま
で
の
購
買
行
動
で
は
、
市
場
の
車
種
の
選
択
肢
が
限
定
さ
れ
る
な
か
で
、
安
価
で
「
定
番
モ
ノ
」
と
し
て
品
質
評
価
の
安
定
し
た
エ
ン
ト
リ
ー
カ
ー
が
選
択
さ
れ
る
傾
向
が
強
く
、
そ
れ
が
同
セ
グ
メ
ン
ト
の
過
半
数
シ
ェ
ア
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。
し
か
し
消
費
者
は
購
買
力
が
向
上
し
た
こ
と
で
車
に
求
め
る
要
素
、
具
体
的
に
は
デ
ザ
イ
ン
や
オ
プ
シ
ョ
ン
装
備
な
ど
も
重
視
す
る
傾
向
が
強
ま
り
、
カ
ー
メ
ー
カ
ー
側
は
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
投
入
車
種
を
拡
充
し
た
。
つ
ま
り
消
費
者
は
こ
れ
ま
で
の
「
定
番
モ
ノ
」
で
は
満
足
せ
ず
「
新
し
い
商
品
」
を
求
め
、
そ
の
結
果
、
セ
グ
メ
ン
ト
の
細
分
化
と
シ
ェ
ア
変
動
が
起
き
た
と
説
明
で
き
る
。
カ
ー
メ
ー
カ
ー
も
従
来
の
欧
米
、
日
本
に
加
え
て
韓
国
や
中
国
の
新
規
参
入
企
業
が
登
場
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
世
界
の
主
要
メ
ー
カ
ー
が
競
う
グ
ロ
ー
バ
ル
オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ
市
場
に
変
貌
し
た
。
●
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
活
況
　
消
費
者
の
所
得
上
昇
の
恩
恵
を
受
け
る
の
は
モ
ノ
の
消
費
に
止
ま
ら
な
い
。
新
中
間
層
の
所
得
レ
ベ
ル
に
な
る
と
、
ロ
ー
ン
を
利
用
す
る
こ
と
で
自
動
車
や
家
電
製
品
な
ど
の
耐
久
消
費
財
は
あ
る
程
度
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
次
に
求
め
ら
れ
る
の
は
外
食
や
旅
行
な
ど
の
余
暇
、
さ
ら
に
教
育
、
医
療
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
分
野
だ
。
Ｇ
Ｄ
Ｐ
統
計
を
業
種
別
に
み
る
と
サ
ー
ビ
ス
業
は
全
体
の
五
八
・
二
％
（
二
〇
一
二
年
）
を
占
め
既
に
ブ
ラ
ジ
ル
経
済
で
重
要
な
地
位
に
あ
る
。
二
〇
一
二
年
に
工
業
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
が
〇
・
八
％
減
に
落
ち
込
ん
だ
一
方
、
サ
ー
ビ
ス
業
は
一
・
七
％
増
と
経
済
を
下
支
え
し
た
。
ま
た
、
雇
用
デ
ー
タ
か
ら
も
サ
ー
ビ
ス
業
の
好
調
は
裏
付
け
ら
れ
る
。
雇
用
労
働
省
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
正
規
雇
●
自
動
車
市
場
の
変
化
　
こ
の
新
中
間
層
の
出
現
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
消
費
市
場
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
自
動
車
を
例
に
と
れ
ば
、
自
動
車
販
売
台
数
は
二
〇
〇
二
年
の
一
四
八
万
台
か
ら
二
〇
一
二
年
に
は
三
八
〇
万
台
と
一
〇
年
間
で
二
・
六
倍
に
増
加
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
ド
イ
ツ
を
抜
き
世
界
第
四
位
の
自
動
車
販
売
市
場
に
浮
上
し
た
。
変
化
は
量
的
な
側
面
に
止
ま
ら
な
い
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
従
来
、
乗
用
車
販
売
シ
ェ
ア
で
、
国
民
車
と
も
呼
ば
れ
る
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
の
Ｇ
Ｏ
Ｌ
（
ゴ
ル
）
な
ど
小
型
車
に
よ
る
「
エ
ン
ト
リ
ー
カ
ー
」
セ
グ
メ
ン
ト
が
五
二
・
七
％
（
二
〇
〇
三
年
）
と
半
分
以
上
を
占
め
て
い
た
［
ブ
ラ
ジ
ル
自
動
車
流
通
業
者
連
盟
（
Fenabrave ）］。
し
か
し
同
シ
ェ
ア
は
全
体
の
市
場
規
模
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
縮
小
し
二
〇
一
二
年
に
は
三
四
・
五
％
に
止
ま
る
。
そ
の
一
方
で
、
「
小
型
ハ
ッ
チ
バ
ッ
ク
（
二
〇
一
二
年
シ
ェ
ア
二
一
・
九
％
）」
や
「
コ
ン
パ
ク
ト
セ
ダ
ン
（
同
五
・
四
％
）」
な
ど
、
総
じ
て
エ
ン
ト
リ
ー
カ
ー
よ
り
上
の
小
型
車
セ
グ
メ
ン
ト
で
シ
ェ
ア
が
上
昇
、
つ
ま
り
質
的
な
変
化
も
み
ら
れ
た
。
空港に展示される小型車
サンパウロ市を囲うように走る環状道路とビル群
通勤時間になると街中は車であふれかえる
代表的なビジネス街、パウリスタ大通り
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用
の
純
増
率
は
二
〇
一
二
年
に
製
造
業
が
一
・
一
％
増
に
対
し
て
、
商
業
が
四
・
七
％
増
、
サ
ー
ビ
ス
業
が
四
・
五
％
増
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
医
療
関
係
が
六
・
五
％
増
、
教
育
関
係
が
五
・
二
％
増
と
高
い
増
加
率
を
示
し
た
点
は
特
徴
的
だ
。
こ
の
状
況
を
反
映
し
て
日
本
企
業
の
進
出
傾
向
に
も
変
化
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
進
出
業
種
は
自
動
車
や
電
気
電
子
分
野
の
製
造
業
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
飲
食
業
の
「
す
き
家
」（
二
〇
一
〇
年
進
出
）
や
旅
行
業
の
エ
イ
チ
・
ア
イ
・
エ
ス
（
二
〇
一
一
年
進
出
）、
Ｅ
コ
マ
ー
ス
の
楽
天
（
二
〇
一
一
年
進
出
）、
小
売
業
の
大
創
産
業
（
二
〇
一
二
年
進
出
）
な
ど
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
消
費
者
を
顧
客
対
象
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
業
に
裾
野
が
広
が
っ
た
。
●
新
中
間
層
と
六
月
抗
議
デ
モ
　
こ
の
よ
う
に
消
費
市
場
を
け
ん
引
し
た
新
中
間
層
で
あ
る
が
、
二
〇
一
三
年
六
月
の
抗
議
デ
モ
の
中
心
的
な
存
在
と
し
て
も
注
目
さ
れ
た
。
サ
ッ
カ
ー
の
コ
ン
フ
ェ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
カ
ッ
プ
開
催
中
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
全
土
で
デ
モ
が
拡
大
。
ブ
ラ
ジ
ル
は
こ
れ
ま
で
新
中
間
層
の
出
現
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
所
得
格
差
が
改
善
し
、
社
会
的
不
安
は
少
な
い
と
み
ら
れ
て
い
た
だ
け
に
、
国
内
外
で
驚
き
を
も
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
た
。
最
初
に
大
規
模
化
し
た
の
は
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
の
バ
ス
料
金
値
上
げ
に
反
対
す
る
デ
モ
で
あ
っ
た
。
市
側
が
三
レ
ア
ル
日本食のファストフードも ショッピングセンター内の家電ショップ
地下鉄で本の自動販売機も
ショッピングセンター内でクルーザーの展示も
高級ショッピングセンター・イグアテミ
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に
見
合
っ
た
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
向
上
を
求
め
る
、
新
中
間
層
の
意
思
表
示
と
捉
え
ら
れ
た
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
伝
わ
っ
た
デ
モ
で
あ
る
が
、
見
方
を
変
え
れ
ば
社
会
シ
ス
テ
ム
全
体
の
質
を
向
上
さ
せ
る
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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（
約
一
三
〇
円
）
の
運
賃
を
三
・
二
レ
ア
ル
（
約
一
四
一
円
）
に
引
き
上
げ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
新
中
間
層
を
含
む
多
く
の
市
民
が
デ
モ
に
参
加
。
市
は
値
上
げ
を
撤
回
し
た
が
、
教
育
や
医
療
の
改
善
、
政
治
改
革
の
必
要
性
な
ど
を
主
張
す
る
デ
モ
と
な
り
、
そ
の
後
も
全
国
で
散
発
的
に
起
き
て
い
る
。
国
民
は
所
得
上
昇
と
い
う
面
で
恩
恵
を
享
受
す
る
一
方
、
生
活
面
で
は
慢
性
的
な
都
市
渋
滞
、
公
的
医
療
や
教
育
サ
ー
ビ
ス
の
不
備
な
ど
不
十
分
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
に
不
満
を
抱
え
て
き
た
。
そ
の
一
方
、
政
府
の
税
収
、
つ
ま
り
国
民
が
負
担
す
る
税
金
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
三
六
・
三
％
（
二
〇
一
二
年
、
Ｉ
Ｂ
Ｐ
Ｔ
）
と
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
や
ド
イ
ツ
並
み
だ
（
二
〇
一
一
年
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）。
デ
モ
は
自
分
た
ち
の
支
払
う
税
金
カウンターもある高級和食店
街中のスターバックスの店舗も増えた
国際ブランドのファストフード店も人気
地場資本のファーストフード店「ジラッファス」（キリンの意味）
